
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうなる？東大和市主要ポスト 

副市長、教育長が５月１６日付退職 

東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

■ 新市長誕生にともなう退職 

…このたび、５月１６日付で東大和市副市長氏井博氏 
と教育長佐久間栄昭氏（副市長、教育長ともに５月２ 
２日時点では前副市長、前教育長となります）が退職し 
ました。副市長においては健康上の理由もあるという話 
を耳にしましたが、一般的に市の行政のトップが変わっ 
た場合には、副市長、教育長は退職するとのことです。 
よって、現時点では市長の補佐役でもある重要なポスト 
が空席の状態。教育長においては地方教育行政の組織及 
び運営に関する法律第２０条第２項及び東大和市教育 
委員会教育長の職務代理者を定める規則規定により、学 
校教育部長の児島氏が代理しています。 
■ 副市長とは 

…そもそも副市長を置くか置かないかについては、義務 
ではなく、自治体の条例で設置とその人数を決められま 
す。東大和市の条例では「地方自治法昭和年法律第 
号第条第項の規定に基づき、副市長の定数を 
人とする」となっていますので、現行の条例に従えば 
新しい副市長が誕生します。市長が全国的に見ると自治 
体幹部の中から任命される場合が多いようですが、中に 
は公募をする市長もいます。今後、副市長に関しては市 
長が任命し、議会の同意を得て決定となっていきます。 
…市長と志を同じくし、補佐をしていく副市長について 
は、ぜひ「マン」でない方になっていただきたいと 
思います。私が会社で勤務をしている際「苦手な人に、 
積極的に意見をぶつけるように」と指導されたことがあ 
ります。いつも賛成をしている人と話すことで正解を見 

 

 
失うことは大いにあります。 
東大和市を良くしていきたいという気持ちが同じであ 
るならば、むしろ市長とは違った視点、時には市長の意 
見を検証するというようなスタンスの方のほうが良い 
のではないかと個人的には思っています。もちろん、感 
情的なもつれにより業務が滞るということがあっては 
困りますが、仲良しクラブになってもらっても困る。ど 
んな方を新市長が選ばれるのか、そして何故その方が必 
要なのかを把握したうえで、議会の意見を出していきた 
いものです。 
 ●移動図書車みずうみ号等が 

被災地に貸し出されました 

市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 
【プロフィール】１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダー

シップを発揮し、小学校で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進学、卒業。

／卒業後は群馬の山奥の小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ「元気印の先生」として保

護者・生徒から親しまれた。／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※ス

ーパーマーケット「つるかめランド」等を経営）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店長となる。

その後、人材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から見た日本の将来に、漠然と

した不安感じる。帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出身の加藤公一代議士との出会い  

に触発され、政治への道を志して２０１０年末に退社。現在、東大和市議会議員 1 年生として、日々、奮闘中。 

 ■ 連絡先  和地 ひとみ事務所 

wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 ０４２－５１６－８５４６ 

〒207-0003 東大和市狭山２－８６４－３－２０２   

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  
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５月２３日付で、東日本大震災被災地の社団法人石 
巻青年会議所から東大和市に対して、みずうみ号等 
の貸し出しの要請がありました。東大和市は被災地 
支援の一環として、みずうみ号、ミリ映写機１台、 
中央図書館の本５００冊、第七、九小学校及び第五 
中学校生徒による本を５月２０日より半年間貸し出 
すことを決定したとのことです。 
義捐金など経済的支援も大切ですが、すぐに使える 
文化的な支援も被災地の方々の心のケアにつながる 
と思います。東大和市の利用者の皆様にはしばらく 
不便をかけることになると思いますが、被災された 
方々、特に子供たちの喜ぶ顔を思い浮かべ、今回の 
協力に賛同したいと思います。 


